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研究成果の概要（和文）：照葉自然林の復元に向けた取り組みを促進するために、照葉自然林に偏在する種を地域ごと
に明らかにすると共に、これらの種の生態的特性を把握することを研究の目的とした。小笠原諸島（父島、母島）にお
いて照葉自然林と照葉二次林の調査を実施し、両者の種組成の相違を明らかにした。また、兵庫県西宮市において照葉
人工林（社叢として保全されている林齢数百年のクスノキ林）の調査を実施し、そのデータを照葉自然林の既存データ
と比較することで、両者の種組成の相違を明らかにした。さらに、屋久島に分布する照葉自然林、照葉二次林、スギ人
工林（照葉樹林化が進行している林分）の比較検討を行い、三者の種組成の相違を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Vegetation survey was conducted in natural and secondary lucidophyllous forests 
on Bonin Islands. The results showed that species composition differed between the natural and secondary 
forests. An artificial lucidophyllous forest dominated by planted Cinnamomum camphora is located in the 
urban area of Nishinomiya City, Hyogo Prefecture. 37 late-successional species were found across the 
forest. This species number was much lower than that calculated using two formulae for species-area 
relationship reported in a study of natural lucidophyllous forests. In addition, species composition was 
very different between the artificial and natural lucidophyllous forests, with many late-successional 
species not seen in the artificial forest. Species composition was compared among Cryptomeria japonica 
plantations, secondary lucidophyllous forests, and natural lucidophyllous forests on Yakushima Island. 
The results showed that species composition differed among the three forest types.

研究分野： 植生学、保全生態学
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９，Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
暖温帯・亜熱帯の気候的極相である照葉樹

林は日本を代表する森林タイプの一つであ
る．しかし，弥生時代以降の人間活動によっ
て日本の照葉樹林は徹底的に破壊されてし
まい，現在，自然性の高い照葉樹林（以下，
照葉自然林）の残存面積は全盛時の 0.06%に
すぎないといわれている．このため，照葉自
然林に偏在する種の中には国レベルまたは
地域レベルの絶滅危惧種に指定されている
ものが数多く存在する．日本独自の風土がも
たらした照葉樹林生態系とその生物多様性
を保全するためには，照葉自然林を確実に保
全するだけでなく，破壊されて失われた照葉
自然林を復元することも必要である． 
わずかな面積しか残されていない照葉自

然林の復元を図る上で最も効率的かつ効果
的な取り組みは，照葉自然林に偏在する多く
の種を他の樹林（自然性の低い照葉樹林な
ど）に導入（苗の移植や播種）し，その樹林
の自然性および種多様性を積極的に向上さ
せることである．しかし，このような取り組
みの実行にあたっては様々な課題を解決す
る必要がある．最も重要な課題は，照葉自然
林に偏在する種を具体的に明らかにするこ
とである． 
 
２．研究の目的 
照葉自然林の復元に向けた取り組みを大

きく前進させるために，照葉自然林に偏在す
る種を地域ごとに明らかにすると共に，これ
らの種の生態的特性を把握することを目的
とした． 
 
３．研究の方法 
東京都父島・母島，鹿児島県口永良部島・

屋久島，兵庫県南東部，宮崎県中部などで得
られた植生調査資料などをもとに照葉自然
林と照葉二次林または人工林の種組成を比
較し，照葉自然林に偏在する種（以下，偏在
種）を明らかにする．また，各種文献をもと
に偏在種の生活型，種子散布型，繁殖様式，
地理的分布などを調査し，偏在種の生態的特
性を把握する． 
 
４．研究成果 
小笠原諸島の父島・母島を調査対象とし，

これらの島に分布する照葉二次林と照葉自
然林に 100 ㎡（10m×10m）の調査区を複数設
置して植生調査と毎木調査を行った．得られ
たデータを解析した結果，両森林タイプの種
組成は異なっており，複数の種（シマホルト
ノキ，オガサワラグワ，ウドノキ，ツルキジ
ノオなど）が自然林に偏在する傾向が認めら
れた． 
口永良部島で得られた植生調査資料をも

とに上記と同様の解析を行ったところ，火山
灰堆積地に分布する照葉二次林の種組成は，
露岩地（溶岩台地）に分布する照葉自然林・
照葉二次林の種組成と大きく異なっており，

前者では後者に生育する種が数多く欠落す
る傾向がみられた．このような相違の要因と
して，1）露岩地の照葉自然林・照葉二次林
には露岩に適応した種がより多く生育して
いること，2）露岩地では火山灰堆積地より
も植物に対するシカの採食圧が低いこと，つ
まり露岩がもたらす避難地効果が種組成の
相違に関係していることが考えられた．一方，
露岩地の照葉自然林と露岩地の照葉二次林
の種組成は互いによく似ていた．シカの採食
圧が両者の種組成の単純化を引き起こし，そ
の結果として種組成の類似性が高くなった
と考えられた． 
兵庫県西宮市の市街地に位置する西宮神

社の境内には，植栽由来のクスノキ（樹齢数
百年）が優占する照葉人工林（以下，西宮神
社林）が分布している．若齢の照葉人工林を
対象とした研究はこれまでに数多く行われ
ているが，西宮神社林のような高齢の照葉人
工林を詳しく調査し，その種組成の特徴につ
いて検討した例はまだみられない．植物相調
査の結果，西宮神社林では 37 種の照葉樹林
構成種が確認された． 周辺地域の照葉自然
林に関する既往研究の結果（種数－面積関係
を表わす 2種類の回帰式）をもとに，西宮神
社林の樹林面積から期待される照葉自然林
の照葉樹林構成種数を推定したところ，西宮
神社林の照葉樹林構成種数は照葉自然林の
それの 69.8-72.4%であると推定された．また，
西宮神社林と照葉自然林の植物相を比較し
た結果，西宮神社林では照葉自然林に生育す
る種が数多く欠落していた．これらのことか
ら，西宮神社林は照葉自然林と比べて非常に
単純な植物相を有していることが明らかと
なった．植生調査のデータを解析したところ，
調査区スケールの種組成は西宮神社林と照
葉自然林の間で大きく異なっており，西宮神
社林では照葉自然林の構成種が数多く欠落
する傾向が認められた．このことから，西宮
神社林の調査区スケールの種組成は照葉自
然林のそれよりも明らかに単純であること
がわかった． 
屋久島低地部のスギ人工林における照葉

樹林構成種のハビタットとしての機能につ
いて検討するために，下層植生（ 低木層お
よび草本層） の発達したスギ人工林を対象
に，植生調査を行った．この下層の発達した
スギ人工林の種組成および種多様性（ 種多
様性の尺度は調査区あたりの出現種数） の
特徴を明らかにするために，先行研究で収集
された照葉二次林，照葉原生林の植生調査資
料を用い，3 森林タイプ間で比較解析を行っ
た．下層植生の発達したスギ人工林において
第一低木層に到達していた樹種は，トキワガ
キ，モクタチバナ，ヤマビワ，ヒメユズリハ
など，被食散布型のものが主であった．屋久
島の照葉樹林の代表的な林冠構成種である
重力散布型のスダジイ，イスノキも第一低木
層でみられたが，その出現頻度や平均被度は
被食散布型の樹種のそれと比較して小さか



った．スギ人工林では，これら被食散布型の
一部の樹種が優勢に下層植生を形成してい
くと考えられた．照葉樹林構成種の種多様性
はいずれの森林タイプでも常緑高木，常緑低
木，常緑木生藤本，地上生シダで高く，夏緑
低木や草本では低かった．この傾向は，年間
を通じて温暖湿潤な屋久島低地部が常緑性
の木本種や比較的大型の地上生シダの生育
に適しており，これらとの競合により夏緑性
の種や短茎の草本が排除されやすい環境で
あることに起因していると考えられた．群落
適合度にもとづく表操作と調査区あたりの
出現種数の比較から，スギ人工林では地上生
シダが豊富であり，照葉樹林構成種の種多様
性は照葉二次林と同程度であることがわか
った．一方，スギ人工林では常緑高木，常緑
低木，着生シダが貧弱で欠落傾向にあり，照
葉樹林構成種の種多様性は照葉原生林に及
ばないことがわかった．このような種組成お
よび種多様性の差異は，スギ人工林の造成・
管理時の人為攪乱と，人為攪乱に伴う立地環
境の変化に起因すると考えられた．常在度級
III 以上を示した照葉樹林構成種の種数比
率はスギ人工林と照葉樹林で 25% 前後と同
程度であった．また，照葉樹林で常在度級 III 
以上を示した照葉樹林樹林構成種の約 66% 
がスギ人工林でも常在度級 III 以上を示し，
普通種として出現していた．一方，照葉樹林
で常在度級 I 以下を示した照葉樹林構成種
のうち，スギ人工林で常在度級 III 以上を示
したものは約 10% と少なかった．屋久島低地
部のスギ人工林は照葉樹林構成種のハビタ
ットとして重要な存在といえる一方，人工林
管理の継続される林分が有する一時的ハビ
タットとしての機能のみでは照葉樹林構成
種の全ての要素を保全することは困難であ
り，その実現のためには，林相転換による永
続的ハビタットの創出が不可欠と考えられ
た． 
オオバヤドリギは樹上に生育する半寄生

の常緑低木である．オオバヤドリギは大面積
の照葉自然林に偏在することが知られてい
る．しかし，筆者らの調査の結果，宮崎県宮
崎市の平和台公園には本種が数多く生育し
ていることがわかった．また，これらの多く
ではシュートの枯死が認められた．このよう
な樹木の衰退はオオバヤドリギの寄生に起
因していると推察されるが，オオバヤドリギ
の寄生と樹木衰退の関係について詳しく検
討した例はみられない．本研究では，オオバ
ヤドリギの宿主選択特性とその寄生が樹木
に与える影響を明らかにするために，平和台
公園においてオオバヤドリギの寄生状況と
宿主木の衰退状況ならびにこれらの状況の
経年変化を調査した．今回の調査では27種，
422 本の宿主木が確認された．宿主木の樹高
の範囲は 1.4-27.0 m で，その 96.9%は林冠木
であった．種別の幹数はマテバシイが最も多
く，総幹数の 62.8%を占めていた．本研究と
既往研究の間でオオバヤドリギの宿主木を

比較した結果，総種数および総科数はそれぞ
れ 67 種，29 科であった．このことから，オ
オバヤドリギは少なくとも 67種 29科の樹木
に寄生しうることが明らかとなった．マテバ
シイの寄生率は樹高と共に増加する傾向に
あり，樹高が寄生率の高低に関係しているこ
とが示唆された．また，マテバシイとアラカ
シの寄生率は林冠木の方が下層木よりも有
意に高く，林冠木がオオバヤドリギの寄生を
受けやすいことが示唆された．樹種に対する
オオバヤドリギの選好性について検討した
結果，マテバシイ，コナラ，スギ，ヒサカキ
はオオバヤドリギの寄生を受けやすく，逆に
シイ類，クスノキ，ハゼノキ，コバンモチ，
ナンキンハゼ，アカメガシワなどは寄生を受
けにくいことが示唆された．宿主木の衰退の
程度を 5 段階で評価した（衰退度 1-5; 衰退
度 5は衰退の程度が最も大きい）．その結果，
全宿主木の 86.7%は衰退度 2 以上であった．
また，これらの中には衰退度 5の宿主木も複
数含まれており，その幹数は全宿主木の
19.7%を占めていた．さらに，マテバシイの
衰退度とオオバヤドリギの被覆面積との間
には強い正の有意な相関が認められた．これ
らのことから，調査地における宿主木の衰退
の主な要因はオオバヤドリギの寄生である
と考えられた．宿主木の中には追跡調査時に
枯死が確認されたものが数多く含まれてい
た．このことから，オオバヤドリギの寄生は
宿主木の枯死を引き起こすことが明らかと
なった．衰退度 5 の総幹数は 83 本で，この
うちの 89.2%はマテバシイであった．また，
追跡調査時に枯死が認められた宿主木の
85.4%はマテバシイであった．これらのこと
から，マテバシイはオオバヤドリギの寄生に
よって著しく衰退し，場合によっては枯死に
至る種であると考えられた．平和台公園には
マテバシイが優占する「放置状態の照葉二次
林」がまとまった面積で分布しているので，
このことが本公園におけるオオバヤドリギ
の繁茂に強く関係していると考えられた． 
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